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第６回北広島市学校跡施設市民検討会議 議事概要 

◆開催概要 

日 時  ：平成 22 年 11 月 15 日（月）18：30～20：30 

場 所  ：中央会館集会室(市役所隣) 

出席委員：遠藤智委員、大川壽雄委員、北側理委員、佐藤靖委員、清水弘委員、 

瀬戸口剛委員、寺岡和彦委員、西和恵委員、檜皮義博委員、藤野伸之委員 

欠席委員：五十嵐智嘉子委員、栗山恒幸委員、川島光行委員、澤田美恵子委員、 

中井敏之委員 

事務局 ：櫻井芳信政策調整課長、川村裕樹政策調整課主査、岸本美由紀主事 

傍聴者 ：6 名 

 

1．開会 

・本日は委員の 15 名中 10 名が参加している。委員の半数が出席していることにより、会議

が成立していることを報告。 

 

◆事務局からの市民意見の提示 

【事務局】 

・事務局に市民の方から要望が届いている。委員の皆さんの承諾が得られれば、公表したい

がよろしいか。 

【委員一同】 

・公表しても良い。 

【事務局】 

・赤十字の無線奉仕の活動をしている方からのご意見で、現在活動拠点がないため、奉仕活

動の拠点に空き教室を使わせほしいとの要望があった。 

【会長】 

・市民の方から学校跡施設を使ってもらうのは歓迎である。今後検討していきたい。 

 

2．議事 

・事務局により資料説明が行われた。 

(1) 学校跡施設利活用の方向性について 

・基本的考え方 

・活用の方向性 

・利活用をはじめるにあたっての考え方 

・北広島市の NPO 法人と運営主体としての可能性 

 

【会長】 

・前回までに委員の皆さんに出して頂いた活用の方向性について、事務局で 15 の項目に整理

した。 

・その中で優先度の高いもの、または実行するのが難しいものを色分けしていきたい。 
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・15 項目の用途の構成と内容、運営主体について議論して頂きたい。 

【委員 A】 

・基本的な考え方として 5 つに整理されているが、この 15 項目が一致しているかは問わなく

てよいのか。 

【会長】 

・基本的考え方は、包括的なものとして挙げている。 

・この 15 項目は、今まで検討会議で議論しているものが入っており、基本的な考え方とあっ

ていると考えている。 

【委員 A】 

・基本的な考え方に関連して、学校跡地施設の利活用にあたり、地域の景観や居住環境を考

慮した計画にして頂きたい。 

・両校の卒業生に、卒業生の証や小学校の名前を残してほしいとの意見を頂いた。 

【会長】 

・「卒業生の証」については、施設の中身を考えていく時に話していきたい。 

・15 項目の活用の方向性について委員の皆さんに話を伺いたい。 

【委員 A】 

・②高齢者福祉施設の｢介護施設が近くにないので介護施設として活用する｣とあるが、広葉

小学校の近くにグループホームがあるが、これは高齢者福祉施設に該当するのではないの

か。 

【事務局】 

・グループホームは高齢者福祉施設である。介護施設として活用するということが大きな主

旨である。 

【会長】 

・ここで話し合いたい点は、運営主体がどういう主体であればよいかについて話し合ってい

きたい。 

 

①子育て支援施設・学童クラブ・児童館 

【委員 B】 

・子ども達が、学校が終わった後に行くことが出来る学び場や遊び場はぜひ作ってあげてほし

い。 

【委員 C】 

・学習支援をしてくれる方を市で募り、集まった人同士で協議し、どういう組織にするかを

決めてはどうか。 

・学習支援者としては行政の人が良いと思う。 

【委員 A】 

・現在広葉小学校にある学童クラブは継続してほしい。 

・学童クラブをつくる時に問題になることは、児童館として名前を変えて行う時である。 

【会長】 

・塾など学習の場として形を発展させた時に、高齢者とのつながりなどについても検討して
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ほしい。 

②高齢者福祉施設 

【委員 D】 

・高齢者だけが集まるのではなく、多世代が交流しあえる施設が必要であると思う。 

・多くの住民が利用できる様々なメニューを考え、誰が行うかを検討する。その中の出来る

ことからやっていくことがよいと思う。 

【会長】 

・高齢者福祉施設はハードからソフトまでレベルがある。 

・誰が行うか、またどんな福祉施設にするかを検討しなければならない。 

③オフィス 

【委員 D】 

・収益をあげ、収支のバランスがとれる運営母体の検討が必要である。 

【会長】 

・具体的にオフィスとして使いたいという住民のニーズはあるのか。 

【委員 D】 

・NPO 法人がオフィスとして使用したいとの意見が実際に出ている。 

・教室を貸すだけではなく、運営を行ってもらうことも含めて検討しているところである。 

【委員 A】 

・小学校にある家庭科室などすぐに使えるものから使い、ケーキ屋さんなどの企業に発展し

ていったらよいのではないか。 

・学校跡施設にオフィスを入れることは、学校に馴染むかわからない。 

④歴史文化博物館・エコミュージアム拠点 

【委員 B】 

・エコミュージアムとその事務局のような位置づけのものがあるとよい。 

【会長】 

・北広島市には歴史を示す博物館や展示室がない。 

・エコミュージアムや歴史文化博物館という使い方は、委員の皆さんからの要望も多かった

が、市としてはどのように考えているのか。 

【事務局】 

・エコミュージアムの拠点施設やコア施設となった場合、学芸員を配置した、行政直営の施

設になっていくと思う。市が入る可能性はある。 

【委員 A】 

・教育委員会が中心となって運営できるのではないかと考える。 

・エコミュージアムとして発展していった後は、展示などは団体に行ってもらってはどうか。 

⑤市民美術・工芸館 

【委員 E】 

・北広島市には市民美術館や工芸館は、私的なものはあるが公的なものがない。 

・市の行っている行事を見ると、絵画展などは頻繁に行われていると思う。 

・写真展など気軽にできる施設があればよい。 
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・数年は市の補助で運営を行い、軌道に乗ってから NPO 法人などに移していく方法が考え

られると思う。 

【会長】 

・北広島市で実際に活動している市民団体等はあるのか。 

【委員 E】 

・活動している団体はある。その団体が、市民美術・工芸館の運営母体となる可能性も考え

られる。 

⑥図書館 

【委員 C】 

・図書館の運営主体は、図書館の根幹である行政がよいと思う。 

・目指すところは市民の蔵書コーナーをつくることで、市民が参加する図書館づくりだと思

う。 

・想定される課題にある「市内にある他の図書館との関係を整理する必要がある」は必要な

いのではないか。 

【委員 F】 

・民間で、子どもの知りたいことについて、市や北海道、色々問い合わせをして答えるとい

うような活動をすでに行っている。 

・例えば、インターネットを使って送られてきた質問に答えるような、図書館にいなくても

対応できる仕組みやサービスを導入している。 

・民間と市が協力して行ってはどうか。 

⑦学習研修室 

【委員 F】 

・教える人がしっかりとしていれば、いろいろな可能性が考えられる。 

【委員 G】 

・経費を抑えて、就職活動支援センターにしてはどうか。 

・運営は、学識経験者の指導が必要になる。 

・人材育成は永遠の課題だと思う。 

【会長】 

・研修センターはアクセスが重要である。 

・北広島市のアクセスを見た時、どう考えるか。 

【委員 G】 

・北広島市は札幌から 15～20 分で行けるため、本当に必要とされていれば何の弊害もない

と思う。 

【委員 A】 

・自治会活動などで資料を取りまとめる時に、パソコンが必須の時代になっている。 

・高齢でパソコンを使えない人が多いため、気軽に指導してもらう場があれば良い。 

⑧スポーツ施設 

【委員 F】 

・大曲地区にある「ちょいスポ」という団体が、学校跡施設に活動の拠点を移し、活動の幅
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を広げていきたいと、運営と内容をセットで現在詰めていると聞いている。 

【委員 H】 

・学校跡施設を「ちょいスポ」の拠点として活用してもらっても良いのではないか。 

⑨自然体験・環境教育拠点 

【会長】 

・⑧スポーツ施設と合わせて実現に向けて検討していきたい。 

⑩農業施設・農業研修施設 

【委員 F】 

・農業や市民活動の拠点として、広葉小学校と緑陽小学校を定着させ活用できれば良い。 

【委員 C】 

・行政がボランティアを募集して、そばづくりをグラウンドで行うことをまちづくり活動の

一環としてできないだろうか。 

【会長】 

・広葉小学校と緑陽小学校は、グラウンドを使用しているか。 

【事務局】 

・緑陽小学校は、グラウンドをドクターヘリの緊急着陸場所、避難場所として使用している。 

・広葉小学校は、避難場所として使用している。 

・広葉小学校と緑陽小学校のグラウンドは、学校長の裁量により土日開放している場合もあ

る。 

・地域のニーズは高いと思う。 

【委員 G】 

・農業の後継者の教育施設や育成センターのようなものがあると良い。 

【会長】 

・グラウンドは使用用途が様々あるため、本来の使い方を維持していった方が良いと思う。 

・耕作放棄地が北広島市には多くあるため、グラウンドではなくて、耕作放棄地を利用する

手段もあると思う。 

⑪地域のコミュニティの場・交流の場 

【委員 D】 

・緑陽小学校と第４住区集会場は、500ｍも離れていない。どう施設を使い分けるかまだ分か

らない。 

【委員 C】 

・地域のお茶の間として、広葉小学校と緑陽小学校は非常に有効な場所である。 

・広葉小学校は、北広島団地地区の中央に位置しており、地区の住民が集まるには距離的に

も最適な場所にある。 

【委員 A】 

・緑陽小学校は、多世代交流の場として使うべきである。 

⑫宿泊施設 

【委員 I】 

・緑陽小学校の周りは森林が多いため環境がよく、簡易宿泊施設としてはどうか。 
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【会長】 

・何人かの委員に宿泊施設の提案を頂いたが、宿泊施設にするには改修費用がかなりかかる。 

・防寒設備など設備投資にお金がかかり、これは再検討をしていきたいと思う。 

【委員 A】 

・宿泊などができる国際交流施設を提案したが、膨大な経費がかかることから、将来の問題

として考えてほしい。 

【会長】 

・宿泊施設としては各家庭に民泊してもらい、学校跡地を研修所のような拠点として活用す

る方法はあるかもしれない。 

・多額の費用をかけて宿泊施設に変えるということは難しいと思う。 

⑬地域防災拠点・安全な地域づくりの拠点 

【事務局】 

・体育館やグラウンドは緊急時には使用したいため、避難所としての機能は残したい。 

・防災設備を分散備蓄したいと市では考えている。北広島団地地区の 4 つの小学校に備蓄品

を配置したいと考えている。 

【会長】 

・防災時に忘れがちな防災設備として、パーテーションが挙げられる。 

・防災時はプライバシーがないのがつらいと言われているため、防災備品としてパーテーシ

ョンを備えておいてほしいと思う。 

⑭地域交通拠点 

【委員 F】 

・北広島では車がなくては、他の地域との交流が大変である。 

【会長】 

・カーシェアリングは、現在あまり重要視されていないが、10 年後には必ずニーズが出てく

ると思う。 

・バス路線の見直しも必要になってくる。 

⑮行政機関の移転先 

【委員 G】 

・企業に営業をかけ、コールセンターの誘致なども考えられるのではないか。 

【委員 F】 

・行政で固定的に入ってくる財源的なものの中で利用してもらうのがよいと思う。 

・子どもから生涯教育まで現場を見ながら、教育委員会の行政政策を振り返るのがよいと思

うので、教育委員会の移転を検討した。 

【事務局】 

・「適応指導教室みらい塾」をプレハブで行っているため、移転について検討されている。 

 

◆委員からの提案資料の説明 

・委員 F より、学校跡施設の運営体制の仕組みについて提案された。 

・委員 D より、「長期計画の基本対策的方向（案）」が提案された。 
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【会長】 

・次回は 15 項目の方向性について、活用の可能性について話していきたいと思う。 

・出された 15 項目を運営してくれそうな団体やその団体が行ってくれる可能性を含めて、ラ

ンク付けをしていきたい。 

・札幌市の曙小学校は、学校跡施設利活用の計画時、年間の委託予算を提示して事業コンペ

を行った。札幌から 2 社、東京から 2 社の応募があった。 

・民間で事業をやりたい人がいないわけではない。運営主体についても、いろいろな可能性

を探っていきたい。 

・将来的には、市は予算を組んで NPO 法人や団体に運営をしてもらうことも考えられる。

どういう風に枠組みを作るかということをこの市民検討会議で考えていきたい。 

・札幌市の曙小学校のあり方と、事業費について事務局に調べて頂いて、次回提示しながら

検討していきたい。 

 

3．次回市民検討会議の日程 

・次回は 12 月 16 日（木）の 18：30 から、市役所本庁舎 2 階会議室で行う。 

 

4．閉会 

 


